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土地区画整理組合 

茶
屋
新
田
組
合
だ
よ
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 茶 屋 新 田 組 合 だ よ り   第 １ 号 平成２０年３月２９日 

組
合
長
あ
い
さ
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名
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屋
市
茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
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組 

合 

長 
 

山 
田 

 

都 

照 
 

 

土
地
区
画
整
理
事
業 

 
 

 
 

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。  

 

「
発
起
人
会
だ
よ
り
第
15
号
」
で
も
お
伝
え
し
ま

し
た
が
、
平
成
20
年
２
月
15
日
に
組
合
設
立
が
認

可
さ
れ
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 

 
 

 

    
 

      
 

     

 
 

 
 

  

茶
屋
新
田
に
お
け
る
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

道
路
、
公
園
等
の
公
共
施
設
の
整
備
を
行
い
、
土
地

の
造
成
を
し
、
上
下
水
道
、
ガ
ス
、
電
気
、
通
信
施

設
が
整
備
さ
れ
た
良
好
な
土
地
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
施
行
地
区
内
の
土
地
の
利
用
増
進
を
図
り
ま

す
。 

 
 

 

ま
た
、
事
業
計
画
に
し
た
が
っ
て
行
わ
れ
る
の

で
、
効
率
的
に
開
発
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 
 

 

事
業
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
今
後
、
皆
様
方

に
は
様
々
な
お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

２月１５日、組合設立認可図書授与の様子 

（名古屋市役所 住宅都市局長室にて） 

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
長
あ
い
さ
つ 

 
  
 
 

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
長 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾 

崎 
 

好 

計 
 

 

桜
の
花
も
咲
き
始
め
、
い
よ
い
よ
春
本
番
と
な
り
ま

し
た
。
茶
屋
新
田
地
区
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
当
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
今
年
に
入
っ
て
土
地

区
画
整
理
組
合
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、
第
１
回
総
会
に

お
い
て
役
員
も
決
ま
り
、
活
動
の
春
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

 

第
１
回
総
会
に
は
、
ご
多
忙
に
関
わ
ら
ず
、
多
数
の

組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
皆
様
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
と
受
け
止
め
、
改
め
て
身

を
ひ
き
し
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
れ
ま
で
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
は
「
発
起
人
会
だ
よ
り
」
に
て
お
伝
え
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
２
月
15

日
に
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
が
認
可
さ
れ
、
３
月

15
日
の
第
１
回
総
会
で
組
合
役
員
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
今
後
の
組
合
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
茶
屋

新
田
組
合
だ
よ
り
」
に
お
い
て
、
皆
様
方
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

私
は
、
総
会
後
に
開
催
し
た
役
員
会
に
お
い
て
組

合
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
発
起
人
代

表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
期
待
に
沿
え
ま
す
よ
う
、

全
力
で
新
し
い
茶
屋
新
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
、
新
年
度
に
入
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
４
月
26
日
に
総
代
選
挙
を
行
い
、
５
月

中
旬
に
第
１
回
総
代
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
総
代
会

に
お
い
て
、
平
成
20
年
度
の
予
算
を
審
議
し
、
成
立

後
、
本
格
的
な
事
業
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

事
業
が
始
ま
り
ま
す
と
、
工
事
等
の
た
め
に
一
時

的
な
通
行
止
め
や
移
転
の
ご
協
力
、
皆
様
方
の
意
向

の
集
約
、
あ
る
い
は
、
皆
様
方
の
お
知
恵
を
お
借
り

す
る
な
ど
、
本
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

更
な
る
皆
様
方
の
お
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

茶
屋
新
田
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

地
元
の
皆
様
が
ま
ち
づ
く
り
の
要
望
活
動
を
始

め
ら
れ
て
、
設
立
に
至
る
ま
で
の

20
年
間
、
様
々

な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
ご
推
察
い
た
し
ま

す
。
組
合
役
員
は
じ
め
組
合
員
の
方
々
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
市
で
は
、
組
合
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
多
く
の
良
好
な
宅
地
が
供
給
さ
れ
、
名
古
屋
の

元
気
を
支
え
る
ま
ち
が
つ
く
ら
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
東
部
・

東
南
部
が
中
心
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
茶
屋

新
田
地
区
に
お
い
て
大
規
模
な
区
画
整
理
事
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
本
市
南
西
部
に
も
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
風
が
吹
く
こ
と
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。 

 

貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
地
や
豊
か
な

水
と
い
っ
た
地
域
の
貴
重
な
環
境
資
源
と
の
調
和

を
図
り
、
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
は
、
本
市
第
２
斎
場
の
建
設
を
は
じ
め
、

地
元
の
皆
様
に
様
々
な
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
貴
組
合
と
本
市
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
名
古
屋
を
支

え
る
元
気
な
拠
点
を
作
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

平
成
20
年
４
月
26
日
（
土
）
、
南
陽
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室
に
て
、
総
代
選
挙
を
行
い
ま
す
。
投
票

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。 

 
 

 

総
代
選
挙
の
通
知
、
受
付
票
等
の
書
類
に
つ
き
ま

し
て
は
、
担
当
役
員
よ
り
お
渡
し
し
ま
す
（
遠
方
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
）
。 

 
 

 

な
お
、
選
挙
当
日
ご
都
合
に
よ
り
投
票
に
お
越
し

に
な
れ
な
い
場
合
は
、
総
会
の
際
と
同
様
、
当
日
投

票
さ
れ
る
方
に
委
任
状
を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
方
を
ご
自
身
の
代
理
人
と
し
、
そ
の
代
理

人
を
通
じ
て
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

  

総
代
は
約
800
名
の
組
合
員
の
代
表
者
で
あ
り
、

任
期
は
５
年
で
す
。
予
算
・
決
算
、
事
業
計
画
変

更
、
仮
換
地
指
定
、
換
地
計
画
等
の
重
要
事
項
は
、

60
名
の
総
代
で
構
成
す
る
総
代
会
に
て
議
決
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
総
代
選
挙
は
非
常

に
重
要
な
選
挙
で
す
。
組
合
員
の
代
表
者
と
し
て
相

応
し
い
方
へ
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

総
代
会
の
開
催
は
通
常
年
に
２
～
３
回
程
度
で

す
。
な
お
、
今
回
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
た
総
代
に

よ
っ
て
行
う
最
初
の
総
代
会
は
５
月
中
旬
の
予
定
で

す
。 

 
 

 

詳
細
に
つ
い
て
は
配
布
書
類
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
第
１
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

（
問
い
合
わ
せ
先
） 

  

事
務
局 

 

 

（
財
）
名
古
屋
都
市
整
備
公
社 

 
 
 
 

電
話 

（
０
５
２
）
２
１
１
‐
６
０
７
２ 

 
 

お
知
ら
せ 

  

総
代
選
挙
を
行
い
ま
す
。 

  
 

 

 
正
副
組
合
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

 
総
会
後
に
開
催
し
た
役
員
会
に
お
い
て
、
理
事
の

互
選
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
組
合
長
及
び
副
組
合
長

が
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
、
副
組
合
長
は
職
務
代

理
順
）
。 

   [

組
合
長] 

 

山
田 
都
照 

 [

副
組
合
長] 

坂
野 
正
幸
、
武
田 

秀
春 

 
 

（
第
１
号
議
案
「
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
」
） 

  

本
組
合
の
役
員
で
あ
る
理
事
21
名
及
び
監
事
４
名

を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た
（
敬
称
略
、
五
十
音

順
）
。 

  [

理
事] 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

小
川 

登 

 

知
多
二
丁
目 

 
 

加
藤 

祐
司 

 

秋
葉
二
丁
目 

 
 

久
野 

正
明 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

熊
澤 

収
一 

 

大
西
三
丁
目 

 
 

鈴
木 

十
九
三 

 

大
西
一
丁
目 

 
 

鈴
木 

光
男 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

武
田 

辰
之 

 

東
茶
屋
二
丁
目 

 

武
田 

秀
春 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

中
西 

重
千
賀 

 
東
茶
屋
一
丁
目 

 

成
田 

信
義 

 
東
茶
屋
一
丁
目 

 

布
目 

明 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

布
目 

和
文 

 

川
園
三
丁
目 

 
 

坂
野 

輝
義 

 

秋
葉
三
丁
目 
 
 

坂
野 

正
幸 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

坂
野 

行
雄 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 
水
野 

研
次 

 

大
西
一
丁
目 

 
 

見
田 

優 

 

秋
葉
二
丁
目 

 
 

山
田 
都
照 

 

川
園
一
丁
目 

 
 

山
田 
光
白 

 

川
園
二
丁
目 

 
 

山
田 

覚 

 

川
園
三
丁
目 

 
 

山
田 

政
信 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
以
上
21
名 

  [

監
事] 

 

東
茶
屋
一
丁
目 

 

成
田 

正
善 

 

東
茶
屋
二
丁
目 

 

成
田 

泰
幸 

 

川
園
三
丁
目 

 
 

坂
野 

吉
輝 

 

秋
葉
二
丁
目 

 
 

横
井 

勝
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

以
上
４
名  

      

 茶 屋 新 田 組 合 だ よ り   第 １ 号 平成２０年３月２９日 

 

 

平
成
20
年
３
月
15
日
（
土
）
の
午
後
２
時
か
ら
、

Ｊ
Ａ
な
ご
や
南
陽
町
支
店
の
３
階
ホ
ー
ル
に
て
、
第
１

回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

  

当
日
は
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
の
方
を
含
め
て
591

名
の
方
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知

県
議
会
議
員
の
直
江
弘
文
様
、
と
ね
勝
之
様
、
名
古
屋

市
会
議
員
の
荒
川
直
之
様
、
江
口
文
雄
様
、
加
藤
一
登

様
、
坂
野
公
壽
様
、
南
陽
学
区
連
絡
協
議
会
会
長
の 

 

西
賢
二
様
始
め
、
名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
か
ら
も
３
名
ご

臨
席
を
賜
り
、
盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

  

第
１
回
総
会
の
議
題
は
、
「
役
員
の
選
出
に
つ
い

て
」
及
び
「
平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
で
す
。 

                  
 

        

（
第
２
号
議
案
「
平
成
19
年
度
予
算
に
つ
い
て
」
） 

 
 

名
古
屋
市
か
ら
組
合
設
立
に
係
る
助
成
金
と
し

て
、
2065
万
円
が
交
付
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ

を
収
入
す
る
予
算
を
議
決
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
収
入
金
は
な
ご
や
農
業
協
同
組
合
南
陽
町

支
店
に
預
け
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

設立認可申請者代表あいさつの様子 

選出された役員の紹介の様子 


